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はじめに

本書は表示器と接続機器（対象 PLC）を接続する方法について説明します。

本書では接続方法を以下の順に説明します。

1 システム構成

接続できる接続機器の種類、通信方式につ

いて示します。

「1 システム構成」（3 ページ）

2 接続機器の選択

接続する接続機器の機種（シリーズ）と接

続方法を選択します。

「2 接続機器の選択」（7 ページ）

3 通信設定例

表示器と接続機器間で通信するための設

定例を示します。

「3 通信設定例」（8 ページ）

4 設定項目

表示器側の通信設定項目を説明します。

表示器の通信設定はGP-Pro EX、またはオ

フラインモードで設定します。

「4 設定項目」（110 ページ）

運転
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1 システム構成

（株）キーエンス製接続機器と表示器を接続する場合のシステム構成を示します。

シリーズ CPU リンク I/F 通信方式 設定例

KV-700 シリーズ KV-700

KV-LE20A

イーサネット (UDP)
設定例 1 （8
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 2 （11
ページ）

KV-LE20V *1

イーサネット (UDP)
設定例 5 （20
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 6 （23
ページ）

KV-1000 シリーズ KV-1000

KV-LE20A 

イーサネット (UDP)
設定例 3 （14
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 4 （17
ページ）

KV-LE20V ※1

イーサネット (UDP)
設定例 5 （20
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 6 （23
ページ）

KV-3000 シリーズ KV-3000 KV-LE20V ※1

イーサネット (UDP)
設定例 7 （26
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 8 （29
ページ）

KV-5000 シリーズ KV-5000

KV-LE20V ※1

イーサネット (UDP)
設定例 7 （26
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 8 （29
ページ）

CPU 上のイーサネットポート ※1

イーサネット (UDP)
設定例 9 （32
ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 10 
（35 ページ）

KV-5500 シリーズ KV-5500

KV-LE21V *2

イーサネット (UDP)
設定例 11 
（38 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 12 
（41 ページ）

CPU 上のイーサネットポート *2

イーサネット (UDP)
設定例 13 
（44 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 14 
（47 ページ）
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KV-7000 シリーズ

KV-7300*3

KV-LE20V

イーサネット (UDP)
設定例 15 
（50 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 16 
（53 ページ）

KV-LE21V

イーサネット (UDP)
設定例 15 
（50 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 16 
（53 ページ）

KV-EP21V

イーサネット (UDP)
設定例 21 
（68 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 22 
（71 ページ）

KV-XLE02

イーサネット (UDP)
設定例 23 
（74 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 24 
（77 ページ）

KV-7500*3

KV-LE20V

イーサネット (UDP)
設定例 15 
（50 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 16 
（53 ページ）

KV-LE21V

イーサネット (UDP)
設定例 15 
（50 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 16 
（53 ページ）

KV-EP21V

イーサネット (UDP)
設定例 21 
（68 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 22 
（71 ページ）

CPU 上のイーサネットポート

イーサネット (UDP)
設定例 17 
（56 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 18 
（59 ページ）

KV-XLE02

イーサネット (UDP)
設定例 23 
（74 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 24 
（77 ページ）

KV-Nano シリーズ

KV-NC32T
KV-N14
KV-N24
KV-N40
KV-N60

KV-NC1EP*4

イーサネット (UDP)
設定例 19 
（62 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 20 
（65 ページ）

シリーズ CPU リンク I/F 通信方式 設定例



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 5

KV-8000 シリーズ KV-8000*5

KV-LE20V

イーサネット (UDP)
設定例 25 
（80 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 26 
（83 ページ）

KV-LE21V

イーサネット (UDP)
設定例 25 
（80 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 26 
（83 ページ）

KV-EP21V

イーサネット (UDP)
設定例 27 
（86 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 28 
（89 ページ）

CPU 上のイーサネットポート

イーサネット (UDP)
設定例 29 
（92 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 30 
（95 ページ）

KV-XLE02

イーサネット (UDP)
設定例 31 
（98 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 32 
（101 ページ）

KV-X series

KV-X310
KV-X520
KV-X530
KV-X550*6

CPU 上のイーサネットポート

イーサネット (UDP)
設定例 33 
（104 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 34 
（107 ページ）

KV-XLE02

イーサネット (UDP)
設定例 33 
（104 ページ）

イーサネット (TCP)
設定例 34 
（107 ページ）

*1 通信設定には KV STUDIO Ver.4 以降のラダーソフトが必要です。

*2 通信設定には KV STUDIO Ver.6 以降のラダーソフトが必要です。

*3 通信設定には KV STUDIO Ver.8 以降のラダーソフトが必要です。

*4 通信設定には KV STUDIO Ver.7.1 以降のラダーソフトが必要です。

*5 通信設定には KV STUDIO Ver.10.0 以降のラダーソフトが必要です。

*6 通信設定には KV STUDIO Ver.12.0 以降のラダーソフトが必要です。

シリーズ CPU リンク I/F 通信方式 設定例
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■ 接続構成

• 1：1 接続

• 1：n 接続

• n：1 接続

• UDP/IP 接続時に接続できる表示器は 1 台のみです。

HUB

10BASE-T/100BASE-TX

HUB

32 UDP/IP

16 TCP/IP

10BASE-T/100BASE-TX

HUB

15 TCP/IP

10BASE-T/100BASE-TX
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2 接続機器の選択

表示器と接続する接続機器を選択します。

設定項目 設定内容

接続機器数 設定するシリーズ数を「1 ～ 4」で入力します。

メーカー 接続する接続機器のメーカーを選択します。「（株）キーエンス」を選択します。

シリーズ

接続する接続機器の機種（シリーズ）と接続方法を選択します。「KV-700 ～ 
8000, X - イーサ 」を選択します。
「KV-700 ～ 8000, X - イーサ」で接続できる接続機器はシステム構成で確認してく
ださい。

「1 システム構成」（3 ページ）

ポート 接続機器と接続する表示器のポートを選択します。

システムエリアを使用
する

表示器のシステムデータエリアと接続機器のデバイス（メモリ）を同期させる場
合にチェックします。同期させた場合、接続機器のラダープログラムで表示器の
表示を切り替えたりウィンドウを表示させることができます。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方

式専用エリア）」

この設定は GP-Pro EX、または表示器のオフラインモードでも設定できます。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「本体設定（システムエリア設定）

の設定ガイド」

参照：保守 / トラブル解決ガイド「本体設定・システムエリア設定」
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3 通信設定例

（株）デジタルが推奨する表示器と接続機器の通信設定例を示します。

3.1 設定例 1

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定は設定ツール (KV BUILDER/Ver4.70) で設定します。詳細は接続機器のマニュア

ルを参照してください。

1 設定ツールを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ 新規プロジェクトの作成 ] を選択し、プロジェクト名を付けた後、[OK]

をクリックします。

3 [ 機種変更 ] ダイアログボックスで、拡張メモリが付いている場合は「KV-700+M」を、拡張メモリが

付いていない場合は「KV-700」を選択し、[OK] をクリックします。

4 表示されるダイアログボックスで [ はい ] をクリックしてユニットエディタへ移行します。

5 [ ユニット選択 (2)] タブをクリックし、「KV-LE20A」を選択して CPU とエンドユニットの間にド

ラッグ＆ドロップします。

6 KV-LE20A を選択したまま、[ ユニット設定 (3)] タブに切り換えて以下のように設定します。

7 [ ファイル ] メニューから [ 保存して終了 ] を選択し、エディタモードに戻ります。

8 [ モニタ・シミュレータ ] メニューから [ 変換→転送→モニタ ] を選択します。

9 [ ユニット設定情報 ] をチェックし、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10000

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.2 設定例 2

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 12

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定は設定ツール (KV BUILDER/Ver4.70) で設定します。詳細は接続機器のマニュア

ルを参照してください。

1 設定ツールを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ 新規プロジェクトの作成 ] を選択し、プロジェクト名を付けた後、[OK]

をクリックします。

3 [ 機種変更 ] ダイアログボックスで、拡張メモリが付いている場合は「KV-700+M」を、拡張メモリが

付いていない場合は「KV-700」を選択し、[OK] をクリックします。

4 表示されるダイアログボックスで [ はい ] をクリックしてユニットエディタへ移行します。

5 [ ユニット選択 (2)] タブをクリックし、「KV-LE20A」を選択して CPU とエンドユニットの間にド

ラッグ＆ドロップします。

6 KV-LE20A を選択したまま、[ ユニット設定 (3)] タブに切り換えて以下のように設定します。

7 [ ファイル ] メニューから [ 保存して終了 ] を選択し、エディタモードに戻ります。

8 [ モニタ・シミュレータ ] メニューから [ 変換→転送→モニタ ] を選択します。

9 [ ユニット設定情報 ] をチェックし、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10000

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.3 設定例 3

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定は設定ツール (KV STUDIO/Ver2.50) で設定します。詳細は接続機器のマニュアル

を参照してください。

1 設定ツールを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、プロジェクト名を付けた後、[OK]

をクリックします。

3 表示されるダイアログボックスで [ はい ] をクリックしてユニットエディタへ移行します。

4 [ ユニット選択 (2)] タブをクリックし、「KV-LE20A」を選択して CPU とエンドユニットの間にド

ラッグ＆ドロップします。

5 KV-LE20A を選択したまま、[ ユニット設定 (3)] タブに切り換えて以下のように設定します。

6 [ ファイル ] メニューから [ 保存して終了 ] を選択し、エディタモードに戻ります。

7 [ モニタ・シミュレータ ] メニューから [ 変換→転送 ] を選択します。

8 [ ユニット設定情報 ] をチェックし、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10000

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.4 設定例 4

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 19

■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定は設定ツール (KV STUDIO/Ver2.50) で設定します。詳細は接続機器のマニュアル

を参照してください。

1 設定ツールを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、プロジェクト名を付けた後、[OK]

をクリックします。

3 表示されるダイアログボックスで [ はい ] をクリックしてユニットエディタへ移行します。

4 [ ユニット選択 (2)] タブをクリックし、「KV-LE20A」を選択して CPU とエンドユニットの間にド

ラッグ＆ドロップします。

5 KV-LE20A を選択したまま、[ ユニット設定 (3)] タブに切り換えて以下のように設定します。

6 [ ファイル ] メニューから [ 保存して終了 ] を選択し、エディタモードに戻ります。

7 [ モニタ・シミュレータ ] メニューから [ 変換→転送 ] を選択します。

8 [ ユニット設定情報 ] をチェックし、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10000

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.5 設定例 5

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.4 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 ] タブのユニット一覧から「KV-LE20V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッグ＆

ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE20V」を右クリックし、[ ユニット設定の表示 ] を選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [Yes] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

12 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10100

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.6 設定例 6

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.4 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 ] タブのユニット一覧から「KV-LE20V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッグ＆

ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE20V」を右クリックし、[ ユニット設定の表示 ] を選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [Yes] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

12 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10100

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.7 設定例 7

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.4 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 ] タブのユニット一覧から「KV-LE20V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッグ＆

ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE20V」を右クリックし、[ ユニット設定の表示 ] を選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [Yes] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

12 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10100

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.8 設定例 8

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 30

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.4 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 ] タブのユニット一覧から「KV-LE20V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッグ＆

ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE20V」を右クリックし、[ ユニット設定の表示 ] を選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [Yes] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

12 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM10100

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.9 設定例 9

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.4 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの「KV-5000」を右クリックし、[ ユニット設定の表示 ] を選択します。

6 [ 通信モード ] で「イーサネット」を選択し、以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [Yes] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

11 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM0

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.10 設定例 10

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.4 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの「KV-5000」を右クリックし、[ ユニット設定の表示 ] を選択します。

6 [ 通信モード ] で「イーサネット」を選択し、以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [Yes] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

11 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

先頭 DM 番号 DM0

通信速度 100/10 Mbps 自動

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

ポート番号（上位リンク） 8501
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3.11 設定例 11

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• KV-5500 シリーズを使用する場合は、[ シリーズ ] から「KV-3000/5000/7000/8000」を選択してく

ださい。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.6 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-LE2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0
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3.12 設定例 12

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• KV-5500 シリーズを使用する場合は、[ シリーズ ] から「KV-3000/5000/7000/8000」を選択してく

ださい。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.6 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-LE2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0
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3.13 設定例 13

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• KV-5500 シリーズを使用する場合は、[ シリーズ ] から「KV-3000/5000/7000/8000」を選択してく

ださい。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.6 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの「KV-5500」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

6 以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [ はい ] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

11 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

12 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

13 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0
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3.14 設定例 14

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• KV-5500 シリーズを使用する場合は、[ シリーズ ] から「KV-3000/5000/7000/8000」を選択してく

ださい。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.6 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの「KV-5500」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

6 以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [ はい ] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

11 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

12 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

13 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0
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3.15 設定例 15

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-LE2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.16 設定例 16

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-LE2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.17 設定例 17

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの CPU をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

6 以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [ はい ] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

11 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

12 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

13 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.18 設定例 18

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの CPU をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

6 以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [ はい ] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

11 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

12 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

13 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.19 設定例 19

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-NC1EP」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-NC1EP」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.20 設定例 20

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-NC1EP」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-NC1EP」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.21 設定例 21

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-EP2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-EP2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.22 設定例 22

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-EP2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-EP2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.23 設定例 23

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 76

■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.9.44 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマ

ニュアルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-XLE02」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-XLE02」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 600

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.24 設定例 24

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.9.44 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマ

ニュアルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-XLE02」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-XLE02」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 600

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501
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3.25 設定例 25

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8502」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-LE2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号 (VT) 8502
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3.26 設定例 26

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8500」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-LE2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-LE2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号
(KVS, KV, COM+, DB)

8500
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3.27 設定例 27

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8502」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-EP2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-EP2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号 (VT) 8502
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3.28 設定例 28

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8500」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-EP2*V」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-EP2*V」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号
(KVS, KV, COM+, DB)

8500
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3.29 設定例 29

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8502」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの CPU をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

6 以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [ はい ] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

11 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

12 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

13 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号 (VT) 8502
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3.30 設定例 30

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8500」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.8 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマニュ

アルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 ユニット配置エリアの CPU をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

6 以下のように設定項目を設定します。

7 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

8 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

9 [ はい ] をクリックします。

10 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

11 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

12 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

13 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 0

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号
(KVS, KV, COM+, DB)

8500
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3.31 設定例 31

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8502」に設定してください。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 100

■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.9.44 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマ

ニュアルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-XLE02」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-XLE02」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 600

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号 (VT) 8502
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3.32 設定例 32

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8500」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.9.44 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマ

ニュアルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-XLE02」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-XLE02」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 600

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号
(KVS, KV, COM+, DB)

8500
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3.33 設定例 33

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8502」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.12.0 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマ

ニュアルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-XLE02」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-XLE02」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 600

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号 (VT) 8502
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3.34 設定例 34

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。
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◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器

を追加 ] をクリックすることで、接続機器を増やすことができます。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

• 個別機器設定の IP アドレスは、接続機器側の IP アドレスを設定してください。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

• 変数データを使用する場合は、ポート番号を「8500」に設定してください。
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■ 接続機器の設定

接続機器の通信設定はラダーソフト (KV STUDIO Ver.12.0 以降 ) で設定します。詳細は接続機器のマ

ニュアルを参照してください。

1 ラダーソフトを起動します。

2 [ ファイル ] メニューから [ プロジェクトの新規作成 ] を選択し、[ プロジェクト新規作成 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

3 [ プロジェクト名 ] に任意のプロジェクト名を入力し、[ 対応機種 ] から使用する接続機器を選択して

[OK] をクリックします。

4 [ ユニット構成設定の確認 ] ダイアログボックスで [ はい ] をクリックし、[ ユニットエディタ ] ウィ

ンドウを表示します。

5 [ ユニット選択 (1)] タブのユニット一覧から「KV-XLE02」を選択し、ユニット配置エリアにドラッ

グ＆ドロップします。

6 ユニット配置エリアの「KV-XLE02」をクリックし、[ ユニット設定 (2)] タブを選択します。

7 以下のように設定項目を設定します。

8 [ 変換 ] メニューから [ リレー /DM 自動割付 ] を選択します。

9 [ ファイル ] メニューから [ 閉じる ] を選択し、[ ユニットエディタ ] ダイアログボックスを表示しま

す。

10 [ はい ] をクリックします。

11 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [ 通信設定 ] － [ 通信設定 ] を選択し、[ 通信設定 ] ダイアロ

グボックスを表示します。

12 パソコンと機器の接続を確認し、[OK] をクリックします。接続のための通信設定が行われます。

13 [ モニタ / シミュレータ ] メニューから [PLC 転送 ] を選択し、[ プログラム転送 ] ダイアログボック

スを表示します。

14 [ ユニット設定情報 ] と [ プログラム ] にチェックをつけて、[ 実行 ] をクリックします。設定情報が

転送されます。

これで接続機器の設定は完了です。

◆注意事項

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。

• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

設定項目 設定値

IP アドレス 192.168.0.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

DNS サーバ 0.0.0.0

キープアライブ 600

ポート番号 ( 上位リンク ) 8501

ポート番号
(KVS, KV, COM+, DB)

8500
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4 設定項目

表示器の通信設定は GP-Pro EX、または表示器のオフラインモードで設定します。

各項目の設定は接続機器の設定と一致させる必要があります。

「3 通信設定例」（8 ページ）

4.1 GP-Pro EX での設定項目

■ 通信設定

設定画面を表示するには、ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 接続機器設定 ] を選択

します。

• 表示器の IP アドレスは、表示器のオフラインモードで設定する必要があります。

参照：保守 / トラブル解決ガイド「イーサネット設定」

設定項目 設定内容

ポート番号

表示器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。[ 自動割当 ] にチェック
を入れた場合、ポート番号は自動で設定されます。

• [ 自動割当 ] は [ 接続方法 ] で「イーサネット（TCP）」を選択した場合のみ設
定できます。

タイムアウト 表示器が接続機器からの応答を待つ時間（s）を「1 ～ 127」で入力します。

リトライ
接続機器からの応答がない場合に、表示器がコマンドを再送信する回数を「0 ～
255」で入力します。

送信ウェイト
表示器がパケットを受信してから、次のコマンドを送信するまでの待機時間
（ms）を「0 ～ 255」で入力します。

• 間接機器については GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。
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■ 機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

設定項目 設定内容

シリーズ 接続機器のシリーズを選択します。

IP アドレス

接続機器の IP アドレスを設定します。

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。
• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

ポート番号

接続機器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。

• 1 つのポート番号に接続できる表示器は 1 台のみです。

変数データを使用する

変数データ（シンボルアドレス）を使用する場合にチェックを付け、使用する変
数データを選択します。
変数データは [ シリーズ ] で「KV-3000/5000/7000/8000」または「KV-X300/500」
を選択した場合に使用できます。
新規に変数データを作成する、または既存の変数データを更新する場合は [ 新規 ] 
を選択します。
既存の変数データに新しい変数を追加する場合は [ 編集 ] を選択します。

「 ■ 変数データのインポート」（138 ページ）

ワード内のその他の
ビットデータ

ビット指定したワードアドレスへビット操作をした場合の、同一ワード内のその
他のビットデータの扱いを「クリアする」「クリアしない」から選択します。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 112

◆ハンディタイプ GP を使用する場合

使用する表示器がハンディタイプ GP の場合は以下の機器設定ダイアログボックスが表示されます。

通信する接続機器を GP3000H 専用変換アダプタの ID 番号 ( ロータリスイッチ）で切り替える場合

は、リスト登録を使用する必要があります。

• ＜リスト登録を使用しない場合＞

設定項目 設定内容

シリーズ 接続機器のシリーズを選択します。

リスト登録 [ リスト登録 ] のチェックをはずします。

IP アドレス

接続機器の IP アドレスを設定します。

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。
• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

ポート番号

接続機器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。

• 1 つのポート番号に接続できる表示器は 1 台のみです。

ワード内のその他の
ビットデータ

ビット指定したワードアドレスへビット操作をした場合の、同一ワード内のその
他のビットデータの扱いを「クリアする」「クリアしない」から選択します。
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• ＜リスト登録を使用する場合＞

設定項目 設定内容

シリーズ 接続機器のシリーズを選択します。

リスト登録

[ リスト登録 ] にチェックを付けます。

• ワークスペースの [ システム設定ウィンドウ ] から [ 本体設定 ]-[ 操作設定 ] タブ
を選択し、[ 変換アダプタ ] の「使用する」にチェックを付けてください。

エクスポート
リストの情報をカンマ区切りの CSV ファイルでエクスポートします。

「 ◆ 機器設定のエクスポート手順」（114 ページ）

インポート
カンマ区切りの CSV ファイルで記述されたリストの情報をインポートします。

「 ◆ 機器設定のインポート手順」（114 ページ）

ID GP3000H 専用変換アダプタの ID 番号（ロータリスイッチ）を「0 ～ 255」で入力し
ます。

IP アドレス

接続機器の IP アドレスを設定します。

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。
• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

ポート番号

接続機器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。

• 1 つのポート番号に接続できる表示器は 1 台のみです。

ワード内のその他の
ビットデータ

ビット指定したワードアドレスへビット操作をした場合の、同一ワード内のその他
のビットデータの扱いを「クリアする」「クリアしない」から選択します。
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◆  機器設定のエクスポート手順

1 [ 個別機器設定 ] ダイアログボックスの [ エクスポート ] をクリックし、[ エクスポート ] ダイアログ

ボックスを表示します。

2 保存先ファイル名を入力し、[ 保存 ] をクリックします。

◆  機器設定のインポート手順

1 [ 個別機器設定 ] ダイアログボックスの [ インポート ] をクリックし、[ インポート ] ダイアログボック

スを表示します。

2 CSV ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。
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4.2 オフラインモードでの設定項目

■ 通信設定

設定画面を表示するには、オフラインモードの [ 周辺機器設定 ] から [ 接続機器設定 ] をタッチしま

す。表示された一覧から設定したい接続機器をタッチします。

• オフラインモードへの入り方や操作方法は保守 / トラブル解決ガイドを参照してく

ださい。

参照：保守 / トラブル解決ガイド「オフラインモードについて」

設定項目 設定内容

ポート番号

表示器のポート番号を設定します。
UDP 接続では [ 固定 ][ 自動 ] の選択に関わらず、入力したポート番号が割り当て
られます。
TCP 接続では [ 固定 ][ 自動 ] のいずれかを選択します。[ 固定 ] を選択した場合
は表示器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。[ 自動 ] を選択した場
合は入力した値に関わらず自動的に割り当てられます。

タイムアウト 表示器が接続機器からの応答を待つ時間（s）を「1 ～ 127」で入力します。

リトライ
接続機器からの応答がない場合に、表示器がコマンドを再送信する回数を「0 ～
255」で入力します。

送信ウェイト
表示器がパケットを受信してから、次のコマンドを送信するまでの待機時間
（ms）を「0 ～ 255」で入力します。
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■ 機器設定

設定画面を表示するには、[ 周辺機器設定 ] から [ 接続機器設定 ] をタッチします。表示された一覧か

ら設定したい接続機器をタッチし、[ 機器設定 ] をタッチします。

設定項目 設定内容

接続機器名
設定する接続機器を選択します。接続機器名は GP-Pro EX で設定する接続機器の
名称です。（初期値 [PLC1]）

シリーズ 接続機器のシリーズを表示します。

IP アドレス

接続機器の IP アドレスを設定します。

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。
• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

ポート番号

接続機器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。

• 1 つのポート番号に接続できる表示器は 1 台のみです。

ビット指定したワード
アドレスへのビット操
作

ビット指定したワードアドレスへビット操作をした場合の、同一ワード内のその
他のビットデータの扱いを「クリアする」、「クリアしない」で表示します。( オ
フラインモードでは設定できません。)

• GP-4400/4500/4600 シリーズを使用している場合、機器設定画面に [ リスト登録 ] が

表示されますが、設定内容は無視されます。
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◆ハンディタイプ GP を使用する場合

設定項目 設定内容

接続機器名
設定する接続機器を選択します。接続機器名は GP-Pro EX で設定する接続機器の
名称です。（初期値 [PLC1]）

シリーズ 接続機器のシリーズを表示します。

IP アドレス

接続機器の IP アドレスを設定します。

• IP アドレスに関してはネットワーク管理者に確認してください。
• 同一ネットワークで重複する IP アドレスを設定しないでください。

ポート番号

接続機器のポート番号を「1024 ～ 65535」で入力します。

• 1 つのポート番号に接続できる表示器は 1 台のみです。

リスト登録

リスト登録の設定を表示します。

• オフラインモードではリスト登録の設定内容を表示、変更できません。

ビット指定したワード
アドレスへのビット操
作

ビット指定したワードアドレスへビット操作をした場合の、同一ワード内のその
他のビットデータの扱いを「クリアする」、「クリアしない」で表示します。( オ
フラインモードでは設定できません。)
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5 使用可能デバイス

使用可能なデバイスアドレスの範囲を下表に示します。ただし、実際にサポートされるデバイスの範

囲は接続機器によって異なりますので、ご使用の接続機器のマニュアルで確認してください。

5.1 KV-700 シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

00000 - 59915 000 - 599出力リレー

内部補助リレー  

コントロールリレー CR0000 - CR3915 CR00 - CR39  

タイマ ( 接点 ) T000 - T511 -----

-

 

カウンタ ( 接点 ) C000 - C511 -----  

高速カウンタコンパ
レータ ( 接点 )

CTC0 - CTC3 -----  *1

*1 書込み不可

タイマ ( 設定値 ) ----- TS000 - TS511  *2

*2 32 ビットデバイスです。

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS000 - CS511  ※2

タイマ ( 現在値 ) ----- TC000 - TC511  ※2

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC000 - CC511  ※2

データメモリ ----- DM00000 - DM39999 *3*4

*3 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設
定により異なります。
[ クリアする ] ..............  

[ クリアしない ] ..........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレス

を読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表

示器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープ

ログラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*4 DM20000 から DM39999 を使用する場合は拡張メモリを装着する必要があります。

テンポラリデータメ
モリ

----- TM000 - TM511 ※3

コントロールメモリ ----- CM0000 - CM3999 ※3

デジタルトリマ ----- TRM0 - TRM7 ※1 ※2

高速カウンタ ( 現在値 ) ----- CTH0 - CTH1 ※2

高速カウンタコンパ
レータ ( 設定値 )

----- CTC0 - CTC3 ※2
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• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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5.2 KV-1000 シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

00000 - 59915 000 - 599

※1

出力リレー
※1

内部補助リレー
*1

*1 KV-1000 では R000 から R599（R00000 から R59915）の範囲で示されますが、表示器では 000 から
599（00000 から 59915）の範囲で示されます。

内部補助リレー MR00000 - MR99915 MR000 - MR999

ラッチリレー LR00000 - LR99915 LR000 - LR999

コントロールリレー CR0000 - CR3915 CR00 - CR39  

タイマ ( 接点 ) T0000 - T3999 -----

-

 

カウンタ ( 接点 ) C0000 - C3999 -----  

高速カウンタコンパ
レータ ( 接点 )

CTC0 - CTC3 -----  *2

*2 書込み不可

タイマ ( 設定値 ) ----- TS0000 - TS3999  *3

*3 32 ビットデバイスです。

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS0000 - CS3999  ※3

タイマ ( 現在値 ) ----- TC0000 - TC3999  ※3

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC0000 - CC3999  ※3

データメモリ ----- DM00000 - DM65534 *4

拡張データメモリ ----- EM00000 - EM65534 ※4

拡張データメモリ ----- FM00000 - FM32766 ※4

テンポラリデータメ
モリ

----- TM000 - TM511 ※4

コントロールメモリ ----- CM00000 - CM11998 ※4

インデックスレジス
タ

----- Z01 - Z12 ※4 *5

デジタルトリマ ----- TRM0 - TRM7 ※2 ※3

高速カウンタ ( 現在
値 )

----- CTH0 - CTH1 ※3

高速カウンタコンパ
レータ ( 設定値 )

----- CTC0 - CTC3 ※3
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*4 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設
定により異なります。
[ クリアする ] ..............  

[ クリアしない ] ..........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレス

を読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表

示器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープ

ログラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*5 Z11 および Z12 は、接続機器のシステムが使用しているため書込みできません。

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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5.3 KV-3000/5000/5500 シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

R00000 - R99915 R000 - R999出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B0000 - B3FFF B000 - B3FF

内部補助リレー MR00000 - MR99915 MR000 - MR999

ラッチリレー LR00000 - LR99915 LR000 - LR999

コントロールリレー CR0000 - CR3915 CR00 - CR39  

ワークリレー VB0000 - VB3FFF VB000 - VB3FF

タイマ ( 接点 ) T0000 - T3999 -----

-

 

カウンタ ( 接点 ) C0000 - C3999 -----  

高速カウンタコンパ
レータ ( 接点 )

CTC0 - CTC3 -----  *1

タイマ ( 設定値 ) ----- TS0000 - TS3999  *2

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS0000 - CS3999  ※2

タイマ ( 現在値 ) ----- TC0000 - TC3999  ※2

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC0000 - CC3999  ※2

データメモリ ----- DM00000 - DM65534 *3

拡張データメモリ ----- EM00000 - EM65534 ※3

ファイル
レジスタ

現バンク ----- FM00000 - FM32767 ※3

シリアルナ
ンバーシス
テム

----- ZF000000 - ZF131071 ※3

テンポラリデータメモ
リ

----- TM000 - TM511 ※3

コントロールメモリ ----- CM00000 - CM05999 ※3

リンクレジスタ ----- W0000 - W3FFF ※3

ワークメモリ ----- VM00000 - VM59999 ※3

インデックスレジスタ ----- Z01 - Z12 ※2 *4

デジタルトリマ ----- TRM0 - TRM7 ※1 ※2

高速カウンタ ( 現在値 ) ----- CTH0 - CTH1 ※2

高速カウンタコンパ
レータ ( 設定値 )

----- CTC0 - CTC3 ※2
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*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイスです。

*3 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設定
により異なります。
[ クリアする ]...............  、

[ クリアしない ]...........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレスを

読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表示

器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープロ

グラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*4 Z11 および Z12 は、接続機器のシステムが使用しているため書込みできません。

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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5.4 KV-7000 シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

R000000 - R199915 R0000 - R1999

*1

*1 CPU ファンクションバージョン 2.2 以前、または KV-EP21V/KV-LE21V/KV-LE20V を使用する場合
はビットアドレスが R00000 - R99915、ワードアドレスが R000 - R999 になります。

出力リレー *1

内部補助リレー *1

リンクリレー B0000 - B7FFF B000 - B7FF

内部補助リレー
MR000000 - 
MR399915

MR0000 - MR3999
*2

*2 KV-EP21V および KV-LE21V、KV-LE20V を使用する場合はビットアドレスが MR00000 - MR99915、
ワードアドレスが MR000 - MR999 になります。

ラッチリレー LR00000 - LR99915 LR000 - LR999

コントロールリレー CR0000 - CR7915 CR00 - CR79  

ワークリレー VB0000 - VBF9FF VB000 - VBF9F

タイマ ( 接点 ) T0000 - T3999 -----
-

 

カウンタ ( 接点 ) C0000 - C3999 -----  

タイマ ( 設定値 ) ----- TS0000 - TS3999 *3

*3 32 ビットデバイスです。

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS0000 - CS3999 *3

タイマ ( 現在値 ) ----- TC0000 - TC3999 *3

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC0000 - CC3999 *3

データメモリ ----- DM00000 - DM65534 *4

拡張データメモリ ----- EM00000 - EM65534 ※4

ファイル
レジスタ

現バンク ----- FM00000 - FM32767 ※4

シリアルナ
ンバーシス
テム

----- ZF000000 - ZF524287 ※4

テンポラリデータメモ
リ

----- TM000 - TM511 ※4

コントロールメモリ ----- CM0000 - CM5999 ※4

リンクレジスタ ----- W0000 - W7FFF ※4

ワークメモリ ----- VM00000 - VM50999 ※4

インデックスレジスタ ----- Z01 - Z12 *3 *5

デジタルトリマ ----- TRM0 - TRM7 *3 *6
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*4 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設定
により異なります。
[ クリアする ]...............  、

[ クリアしない ]...........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレスを

読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表示

器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープロ

グラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*5 Z11 および Z12 は、接続機器のシステムが使用しているため書込みできません。

*6 書込み不可

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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5.5 KV-Nano シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

R00000 - R99915 R000 - R999出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B0000 - B1FFF B000 - B1FF

内部補助リレー MR00000 - MR59915 MR000 - MR599

ラッチリレー LR00000 - LR19915 LR000 - LR199

コントロールリレー CR0000 - CR8915 CR00 - CR89  

ワークリレー VB0000 - VB1FFF VB000 - VB1FF

タイマ ( 接点 ) T0000 - T0511 -----

-

 

カウンタ ( 接点 ) C0000 - C0255 -----  

高速カウンタコンパ
レータ ( 接点 )

CTC0 - CTC7 ----- *1

*1 書込み不可

タイマ ( 設定値 ) ----- TS0000 - TS0511 *2

*2 32 ビットデバイスです。

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS0000 - CS0255 *2

タイマ ( 現在値 ) ----- TC0000 - TC0511 *2

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC0000 - CC0255 *2

データメモリ ----- DM00000 - DM32767 *3

テンポラリデータメモ
リ

----- TM000 - TM511 ※3

コントロールメモリ ----- CM00000 - CM08999 ※3

リンクレジスタ ----- W0000 - W3FFF ※3

ワークメモリ ----- VM00000 - VM09499 ※3

インデックスレジスタ ----- Z01 - Z12 *2 *4

高速カウンタ ( 現在値 ) ----- CTH0 - CTH3 *2

高速カウンタコンパ
レータ ( 設定値 )

----- CTC0 - CTC7 *2
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*3 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設定
により異なります。
[ クリアする ]...............  、

[ クリアしない ]...........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレスを

読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表示

器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープロ

グラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*4 Z11 および Z12 は、接続機器のシステムが使用しているため書込みできません。

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 128

5.6 KV-8000 シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

R000000 - R199915 R0000 - R1999

*1

*1 KV-EP21V/KV-LE21V/KV-LE20V を使用する場合はビットアドレスが R00000 - R99915、ワードアド
レスが R000 - R999 になります。

出力リレー *1

内部補助リレー *1

リンクリレー B0000 - B7FFF B000 - B7FF

内部補助リレー
MR000000 - 
MR399915

MR0000 - MR3999
*2

*2 KV-EP21V および KV-LE21V、KV-LE20V を使用する場合はビットアドレスが MR00000 - MR99915、
ワードアドレスが MR000 - MR999 になります。

ラッチリレー LR00000 - LR99915 LR000 - LR999

コントロールリレー CR0000 - CR7915 CR00 - CR79  

ワークリレー VB0000 - VBF9FF VB000 - VBF9F

タイマ ( 接点 ) T0000 - T3999 -----
-

 

カウンタ ( 接点 ) C0000 - C3999 -----  

タイマ ( 設定値 ) ----- TS0000 - TS3999 *3

*3 32 ビットデバイスです。

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS0000 - CS3999 *3

タイマ ( 現在値 ) ----- TC0000 - TC3999 *3

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC0000 - CC3999 *3

データメモリ ----- DM00000 - DM65534 *4

拡張データメモリ ----- EM00000 - EM65534 ※4

ファイル
レジスタ

現バンク ----- FM00000 - FM32767 ※4

シリアルナ
ンバーシス
テム

----- ZF000000 - ZF524287 ※4

テンポラリデータメモ
リ

----- TM000 - TM511 ※4

コントロールメモリ ----- CM0000 - CM7599 ※4

リンクレジスタ ----- W0000 - W7FFF ※4

ワークメモリ ----- VM000000 - VM589823 ※4 *5

インデックスレジスタ ----- Z01 - Z12 *3 *6

デジタルトリマ ----- TRM0 - TRM7 *3 *7
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*4 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設定
により異なります。
[ クリアする ]...............  、

[ クリアしない ]...........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレスを

読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表示

器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープロ

グラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*5 KV-EP21V および KV-LE21V、KV-LE20V を使用する場合 VM00000 ～ VM63999 の範囲となります。

*6 Z11 および Z12 は、接続機器のシステムが使用しているため書込みできません。

*7 書込み不可

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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5.7 KV-8000 シリーズ ( 変数指定 )

 はシステムデータエリアに指定できます。

データ

形
ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

BOOL

Single 
Tag

<TAGNAME>

- - *1 *2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1] -  <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] -  
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] -  
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] -  
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

INT 
UINT

Single 
Tag

<TAGNAME>.00 - <TAGNAME>.15 <TAGNAME>

※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1].00 -  
<TAGNAME>[a2].15

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1].00 - 
<TAGLNAME>[a2,b2].15

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]
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DINT
UDINT

Single 
Tag

<TAGNAME>.00 - <TAGNAME>.31 <TAGNAME>

- ※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1].00 -  
<TAGNAME>[a2].31

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1].00 - 
<TAGLNAME>[a2,b2].31

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

LREAL
REAL

Single 
Tag

-

<TAGNAME>

- ※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

データ

形
ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考
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STRING

Single 
Tag

-

<TAGNAME>

- ※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

*1 構造体の場合、構造体名を含んだ Tag Name になります。構造体変数は、表示器上では「構造体名
'$'Structure-member」として表示されます。('$' はデリミタ )
配列の場合、配列名を含んだ Tag Name になります。配列変数は以下のように表示されます。
   1D Array：<TAGNAME>(a)
   2D Array：<TAGNAME>(a,b) 
   3D Array：<TAGNAME>(a,b,c)
   4D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d) 
   5D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e) 
   6D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e,f) 
   7D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e,f,g) 
   8D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e,f,g,h)

*2 Symbol Name の最大文字数はデリミタ、要素番号を含めて 255 文字です。

• 変数を使用する場合、変数データ（シンボルアドレス）をインポートする必要があ
ります。
インポート手順と変数データ容量の上限については GP-Pro EX リファレンスマニュ
アルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「接続機器のタグを使用したい」

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」

データ

形
ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考
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5.8 KV-X シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。

デバイス ビットアドレス ワードアドレス
32

bits
備考

入力リレー

R000000-R199915 R0000-R1999

*1

*1 KV-EP21V/KV-LE21V/KV-LE20V を使用する場合はビットアドレスが R00000 - R99915、ワードアド
レスが R000 - R999 になります。

出力リレー *1

内部補助リレー *1

リンクリレー B0000 - B7FFF B000 - B7FF

内部補助リレー
MR000000 - 
MR399915

MR0000 - MR3999
*2

*2 KV-EP21V および KV-LE21V、KV-LE20V を使用する場合はビットアドレスが MR00000 - MR99915、
ワードアドレスが MR000 - MR999 になります。

ラッチリレー LR00000 - LR99915 LR000 - LR999

コントロールリレー CR0000 - CR7915 CR00 - CR79  

ワークリレー VB0000 - VBF9FF VB000 - VBF9F

タイマ ( 接点 ) T0000 - T3999 -----
-

 

カウンタ ( 接点 ) C0000 - C3999 -----  

タイマ ( 設定値 ) ----- TS0000 - TS3999 *3

*3 32 ビットデバイスです。

カウンタ ( 設定値 ) ----- CS0000 - CS3999 *3

タイマ ( 現在値 ) ----- TC0000 - TC3999 *3

カウンタ ( 現在値 ) ----- CC0000 - CC3999 *3

データメモリ ----- DM00000 - DM65534 *4

拡張データメモリ ----- EM00000 - EM65534 ※4

ファイル
レジスタ

現バンク ----- FM00000 - FM32767 ※4

シリアル
ナンバー
システム

----- ZF000000 - ZF524287 ※4

テンポラリデータメモ
リ

----- TM000 - TM511 ※4

コントロールメモリ ----- CM0000 - CM7599 ※4

リンクレジスタ ----- W0000 - W7FFF ※4

ワークメモリ ----- VM000000 - VM589823 ※4 *5

インデックスレジスタ ----- Z01 - Z10 *3 *6

デジタルトリマ ----- TRM0 - TRM7 *3 *7
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*4 ビット指定時のアクセス方法は [ 機器設定 ] の [ ワードアドレス内のその他のビットデータ ] の設定
により異なります。
[ クリアする ]...............  、

[ クリアしない ]...........  ビット書込みを行うと、いったん表示器が接続機器の該当するワードアドレスを

読込み、読込んだワードアドレスにビットを立てて接続機器に戻します。表示

器が接続機器のデータを読込んで返す間に、そのワードアドレスへラダープロ

グラムで書込み処理を行うと、正しいデータが書込めない場合があります。

*5 KV-EP21V および KV-LE21V、KV-LE20V を使用する場合 VM00000 ～ VM63999 の範囲となります。

*6 Z11 および Z12 は、接続機器のシステムが使用しているため書込みできません。

*7 書込み不可

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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5.9 KV-X シリーズ ( 変数指定 )

 はシステムデータエリアに指定できます。

データ

形
ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

BOOL

Single 
Tag

<TAGNAME>

- - *1 *2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1] -  <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] -  
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] -  
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] -  
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

INT 
UINT

Single 
Tag

<TAGNAME>.00 - <TAGNAME>.15 <TAGNAME>

※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1].00 -  
<TAGNAME>[a2].15

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1].00 - 
<TAGLNAME>[a2,b2].15

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2].15

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]
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DINT
UDINT

Single 
Tag

<TAGNAME>.00 - <TAGNAME>.31 <TAGNAME>

- ※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1].00 -  
<TAGNAME>[a2].31

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1].00 - 
<TAGLNAME>[a2,b2].31

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1].00 - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2].31

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

LREAL
REAL

Single 
Tag

-

<TAGNAME>

- ※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

データ

形
ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考
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STRING

Single 
Tag

-

<TAGNAME>

- ※1 ※2

1D 
Array

<TAGNAME>[a1] - <TAGNAME>[a2]

2D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1] - 
<TAGLNAME>[a2,b2]

3D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2]

4D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2]

5D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2]

6D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2]

7D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2]

8D 
Array

<TAGNAME>[a1,b1,c1,d1,e1,f1,g1,h1] - 
<TAGNAME>[a2,b2,c2,d2,e2,f2,g2,h2]

*1 構造体の場合、構造体名を含んだ Tag Name になります。構造体変数は、表示器上では「構造体名
'$'Structure-member」として表示されます。('$' はデリミタ )
配列の場合、配列名を含んだ Tag Name になります。配列変数は以下のように表示されます。
   1D Array：<TAGNAME>(a)
   2D Array：<TAGNAME>(a,b) 
   3D Array：<TAGNAME>(a,b,c)
   4D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d) 
   5D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e) 
   6D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e,f) 
   7D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e,f,g) 
   8D Array：<TAGNAME>(a,b,c,d,e,f,g,h)

*2 Symbol Name の最大文字数はデリミタ、要素番号を含めて 255 文字です。

• 変数を使用する場合、変数データ（シンボルアドレス）をインポートする必要があ
ります。
インポート手順と変数データ容量の上限については GP-Pro EX リファレンスマニュ
アルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「接続機器のタグを使用したい」

• システムデータエリアについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してく

ださい。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」

データ

形
ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考
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■ 変数データのインポート

1 GP-Pro EX で [ 個別機器設定 ] ダイアログボックスを表示し、[ シリーズ ] から「KV-1000/5000/7000/

8000」または「KV-X300/500」を選択します。

2 [ 変数データを使用する ] にチェックを付けます。

• KV-8000 シリーズと KV-X シリーズのみ変数データのインポートが可能です。

ただし、インポートできるのはグローバル変数データのみです。ローカル変数デー

タはインポートできません。
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3 [ 新規 ] をクリックし、[ 変数リスト ] ウィンドウを表示します。

4 [ インポート ] をクリックし、[ 変数インポート ] ウィンドウを表示します。

5 [ インポートファイル ] の [ 参照 ] をクリックし、変数データを選択します。
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6 インポートする変数にチェックを付け、[OK] をクリックします。

7 インポートした変数を確認し、[OK] をクリックします。
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6 デバイスコードとアドレスコード

デバイスコードとアドレスコードはデータ表示器などのアドレスタイプで「デバイスタイプ＆アドレ

ス」を設定している場合に使用します。

6.1 KV-700 シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

----- 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

タイマ ( 設定値 ) TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ ( 設定値 ) CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ ( 現在値 ) TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ ( 現在値 ) CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

テンポラリデータメ
モリ

TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

デジタルトリマ TRM 0064 ダブルワードアドレス

高速カウンタ ( 現在
値 )

CTH 0065 ダブルワードアドレス

高速カウンタコンパ
レータ ( 設定値 )

CTC 0066 ダブルワードアドレス
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6.2 KV-1000 シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

----- 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

内部補助リレー MR 0082 ワードアドレス

ラッチリレー LR 0084 ワードアドレス

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

タイマ ( 設定値 ) TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ ( 設定値 ) CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ ( 現在値 ) TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ ( 現在値 ) CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

拡張データメモリ EM 0010 ワードアドレス

拡張データメモリ FM 0011 ワードアドレス

テンポラリデータメ
モリ

TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

インデックスレジス
タ

Z 0003 ワードアドレス

デジタルトリマ TRM 0064 ダブルワードアドレス

高速カウンタ ( 現在
値 )

CTH 0065 ダブルワードアドレス

高速カウンタコンパ
レータ ( 設定値 )

CTC 0066 ダブルワードアドレス
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6.3 KV-3000/5000/5500 シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

R 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B 008B ワードアドレス

内部補助リレー MR 0082 ワードアドレス

ラッチリレー LR 0084 ワードアドレス

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

ワークリレー VB 008C ワードアドレス

タイマ（設定値） TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ（設定値） CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ（現在値） TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ（現在値） CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

拡張データメモリ EM 0010 ワードアドレス

ファイルレ
ジスタ

現バンク FM 0011 ワードアドレス

シリアルナンバーシ
ステム

ZF 0012 ワードアドレス

テンポラリデータメモリ TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

リンクレジスタ W 0013 ワードアドレス

ワークメモリ VM 0014 ワードアドレス

インデックスレジスタ Z 0067 ダブルワードアドレス

デジタルトリマ TRM 0064 ダブルワードアドレス

高速カウンタ（現在値） CTH 0065 ダブルワードアドレス

高速カウンタコンパレータ（設定値） CTC 0066 ダブルワードアドレス
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6.4 KV-7000 シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

R 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B 008B ワードアドレス

内部補助リレー MR 0082 ワードアドレス

ラッチリレー LR 0084 ワードアドレス

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

ワークリレー VB 008C ワードアドレス

タイマ（設定値） TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ（設定値） CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ（現在値） TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ（現在値） CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

拡張データメモリ EM 0010 ワードアドレス

ファイルレ
ジスタ

現バンク FM 0011 ワードアドレス

シリアルナンバーシ
ステム

ZF 0012 ワードアドレス

テンポラリデータメモリ TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

リンクレジスタ W 0013 ワードアドレス

ワークメモリ VM 0014 ワードアドレス

インデックスレジスタ Z 0067 ダブルワードアドレス

デジタルトリマ TRM 0064 ダブルワードアドレス



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 145

6.5 KV-Nano シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

R 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B 008B ワードアドレス

内部補助リレー MR 0082 ワードアドレス

ラッチリレー LR 0084 ワードアドレス

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

ワークリレー VB 008C ワードアドレス

タイマ（設定値） TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ（設定値） CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ（現在値） TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ（現在値） CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

テンポラリデータメモリ TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

リンクレジスタ W 0013 ワードアドレス

ワークメモリ VM 0014 ワードアドレス

インデックスレジスタ Z 0067 ダブルワードアドレス

高速カウンタ（現在値） CTH 0065 ダブルワードアドレス

高速カウンタコンパレータ（設定値） CTC 0066 ダブルワードアドレス
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6.6 KV-8000 シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

R 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B 008B ワードアドレス

内部補助リレー MR 0082 ワードアドレス

ラッチリレー LR 0084 ワードアドレス

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

ワークリレー VB 008C ワードアドレス

タイマ（設定値） TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ（設定値） CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ（現在値） TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ（現在値） CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

拡張データメモリ EM 0010 ワードアドレス

ファイルレ
ジスタ

現バンク FM 0011 ワードアドレス

シリアルナンバーシ
ステム

ZF 0012 ワードアドレス

テンポラリデータメモリ TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

リンクレジスタ W 0013 ワードアドレス

ワークメモリ VM 0014 ワードアドレス

インデックスレジスタ Z 0067 ダブルワードアドレス

デジタルトリマ TRM 0064 ダブルワードアドレス
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6.7 KV-X シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

入力リレー

R 0080 ワードアドレス出力リレー

内部補助リレー

リンクリレー B 008B ワードアドレス

内部補助リレー MR 0082 ワードアドレス

ラッチリレー LR 0084 ワードアドレス

コントロールリレー CR 008A ワードアドレス

ワークリレー VB 008C ワードアドレス

タイマ（設定値） TS 0062 ダブルワードアドレス

カウンタ（設定値） CS 0063 ダブルワードアドレス

タイマ（現在値） TC 0060 ダブルワードアドレス

カウンタ（現在値） CC 0061 ダブルワードアドレス

データメモリ DM 0000 ワードアドレス

拡張データメモリ EM 0010 ワードアドレス

ファイルレ
ジスタ

現バンク FM 0011 ワードアドレス

シリアルナンバーシ
ステム

ZF 0012 ワードアドレス

テンポラリデータメモリ TM 0001 ワードアドレス

コントロールメモリ CM 0002 ワードアドレス

リンクレジスタ W 0013 ワードアドレス

ワークメモリ VM 0014 ワードアドレス

インデックスレジスタ Z 0067 ダブルワードアドレス

デジタルトリマ TRM 0064 ダブルワードアドレス



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 148

7 エラーメッセージ

エラーメッセージは表示器の画面上に「番号 : 機器名 : エラーメッセージ ( エラー発生箇所 )」のよう

に表示されます。それぞれの内容は以下のとおりです。

エラーメッセージの表示例

「RHAA035:PLC1: 書込み要求でエラー応答を受信しました ( 受信エラーコード :2[02H])」

■ 接続機器特有のエラーコード

項目 内容

番号 エラー番号

機器名
エラーが発生した接続機器の名称。接続機器名は GP-Pro EX で設定する接続機器
の名称です。( 初期値 [PLC1])

エラーメッセージ 発生したエラーに関するメッセージを表示します。

エラー発生箇所

エラーが発生した接続機器の IP アドレスやデバイスアドレス、接続機器から受
信したエラーコードを表示します。

• IP アドレスは「IP アドレス (10 進数 ):MAC アドレス (16 進数 )」のように表示
されます。

• デバイスアドレスは「アドレス：デバイスアドレス」のように表示されます。
• 受信エラーコードは「10 進数 [16 進数 ]」のように表示されます。

• 受信したエラーコードの詳細は、接続機器のマニュアルを参照してください。

• ドライバ共通のエラーメッセージについては「保守 / トラブル解決ガイド」の「表

示器で表示されるエラー」を参照してください。

エラーコード

（HEX）
エラー内容

E0 接続機器でデバイス定義していないデバイスにアクセスしました。*1

*1 タイマ（接点 / 現在値 / 設定値）、カウンタ（接点 / 現在値 / 設定値）、高速カウンタ（現
在値）、高速カウンタコンパレータ（設定値）にアクセスする場合は、あらかじめラ
ダープログラムでの設定が必要です。

E1 CPU ユニットでサポートされないコマンドが送られました。

E4 書込み不可デバイスに書込みを行ないました。
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■ 接続機器特有のエラーメッセージ

エラー番号 エラーメッセージ 内容

RHxx128 (Node Name): ID=( アダプタ ID)
はリストに登録されていません

GP3000H 専用変換アダプタの ID 番号がリストに登
録されていない場合、表示器の電源を ON にする
とこのメッセージを表示します。GP3000H 専用変
換アダプタの ID 番号をリストに登録してくださ
い。

RHxx129

(Node Name): 変換アダプタが接
続されていないか、変換アダプ
タを使用しない設定になってい
ます。接続または設定を確認し
てください。

GP3000H 専用変換アダプタが接続されていないか、
[ 変換アダプタ ] の [ 使用する ] にチェックが付い
ていない場合、「リスト登録」にチェックを付ける
とこのメッセージを表示します。GP3000H 専用変
換アダプタの接続または設定を確認してください。



KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 150


	KV-700 ～ 8000, X - イーサ ドライバ
	1 システム構成
	2 接続機器の選択
	3 通信設定例
	3.1 設定例1
	3.2 設定例2
	3.3 設定例3
	3.4 設定例4
	3.5 設定例5
	3.6 設定例6
	3.7 設定例7
	3.8 設定例8
	3.9 設定例9
	3.10 設定例10
	3.11 設定例11
	3.12 設定例12
	3.13 設定例13
	3.14 設定例14
	3.15 設定例15
	3.16 設定例16
	3.17 設定例17
	3.18 設定例18
	3.19 設定例19
	3.20 設定例20
	3.21 設定例21
	3.22 設定例22
	3.23 設定例23
	3.24 設定例24
	3.25 設定例25
	3.26 設定例26
	3.27 設定例27
	3.28 設定例28
	3.29 設定例29
	3.30 設定例30
	3.31 設定例31
	3.32 設定例32
	3.33 設定例33
	3.34 設定例34

	4 設定項目
	4.1 GP-Pro EXでの設定項目
	4.2 オフラインモードでの設定項目

	5 使用可能デバイス
	5.1 KV-700シリーズ
	5.2 KV-1000シリーズ
	5.3 KV-3000/5000/5500シリーズ
	5.4 KV-7000シリーズ
	5.5 KV-Nanoシリーズ
	5.6 KV-8000シリーズ
	5.7 KV-8000シリーズ(変数指定)
	5.8 KV-Xシリーズ
	5.9 KV-Xシリーズ(変数指定)

	6 デバイスコードとアドレスコード
	6.1 KV-700シリーズ
	6.2 KV-1000シリーズ
	6.3 KV-3000/5000/5500シリーズ
	6.4 KV-7000シリーズ
	6.5 KV-Nanoシリーズ
	6.6 KV-8000シリーズ
	6.7 KV-Xシリーズ

	7 エラーメッセージ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /DEU <>
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


